
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
『
明
月
記
』
断
簡

一
、
は
じ
め
に

『
明
月
記
』
の
研
究
は
、
特
に
近
年
、
活
況
を
呈
し
て
い
る
。
中
世
文
学
・

歴
史
学
研
究
者
を
中
心
に
明
月
記
研
究
会
が
組
織
さ
れ
、
研
究
誌
『
明
月
記
研

究
』
が
一
九
九
六
年
に
創
刊
さ
れ
て
、
現
在
一
〇
号
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
本
年
（
二
〇
〇
六
年
）
十
一
月
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
集
大
成
す
る
か
た

ち
で
、『
明
月
記
』
研
究
の
必
携
書
と
も
言
え
る
『
明
月
記
研
究
提
要
』（
八
木
書

店
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

『
明
月
記
』
は
鎌
倉
時
代
初
期
の
歌
人
と
し
て
著
名
な
藤
原
定
家
（
一
一
六
二

〜
一
二
四
一
）
の
日
記
で
、
記
事
の
詳
細
さ
と
特
徴
あ
る
筆
跡
と
で
夙
に
知
ら
れ

て
い
る
。
冷
泉
家
の
時
雨
亭
文
庫
に
定
家
自
筆
原
本
が
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い

（
１
）
る
が
、
一
部
は
巷
間
に
流
出
し
て
お
り
、
断
簡
と
し
て
各
地
に
所
在
し
て
い
る
。

早
く
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
、
帝
国
大
学
史
料
編
纂
掛
が
収
集
・
採
録

し
た
謄
写
本
を
底
本
と
し
て
、
国
書
刊
行
会
か
ら
翻
刻
本
が
刊
行
さ（
２
）

れ
て
以
来
、

長
い
研
究
の
蓄
積
が
あ
り
、
当
該
期
を
研
究
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
史
料
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

奈
良
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
『
明
月
記
』
の
断
簡
は
、
巷
間
に
流
出
し
た

も
の
の
一
つ
で
あ
る
が
、
国
書
刊
行
会
本
に
は
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

辻
彦
三
郎
氏
に
よ
っ
て
集
成
さ
れ
た
、
流
出
断
簡
も
含
む
自
筆
原
本
の
所
在
一

（
３
）
覧
（
一
九
七
七
年
）
に
も
、
本
断
簡
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
辻

氏
の
集
成
以
後
に
発
見
さ
れ
た
も
の
を
追
補
し
た
自
筆
原
本
所
在
目
録
が
、
尾

上
陽
介
氏
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら（
４
）
れ
（
二
〇
〇
二
年
）、
こ
の
所
在
目
録
に
本
断
簡

は
年
次
未
詳
断
簡
と
し
て
初
め
て
掲
載
さ
れ（
５
）
た
。
尾
上
氏
は
そ
の
後
も
原
本
所

在
目
録
を
補
訂
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
六
年
二
月
に
発
表
さ
れ
た
目（
６
）
録
で
は
、

建
仁
元
年
四
月
二
十
二
日
条
と
し
て
掲
載
さ（
７
）
れ
、
前
述
し
た
『
明
月
記
研
究
提

要
』
所
載
の
一
覧
表
に
も
同
様
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
原
本
の
所
在
は
不
明

と
さ
れ
て
い
る
。

本
断
簡
は
、
当
館
の
平
常
展
で
は
展
示
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、
最
新

の
研
究
で
も
所
在
不
明
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
存
在
が
広
く
知
ら
れ
て

い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で
あ
り
、
こ
こ
に
や
や
詳
し
く
紹
介
し
、
所
蔵
者
と

し
て
の
責
を
果
た
し
た
い
。

こ
の
断
簡
は
縦
三
〇
・
八
、
横
二
五
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
短
い
も
の
で
、

現
在
は
掛
幅
に
装
丁
さ
れ
て
い
る
。
全
十
三
行
で
、
五
行
目
の
位
置
（
右
辺
か
ら

約
八
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
に
縦
方
向
の
折
り
目
が
入
る
。
す
で
に
知
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、『
明
月
記
』
原
本
は
折
本
に
装
丁
さ
れ
て
い
た
時
期
が
あ
り
、
二

二
〜
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
お
き
に
折
り
目
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
の
が
通
例

で
、
本
断
簡
が
自
筆
原
本
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
一
つ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

―
資
料
紹
介
―

野

尻

忠
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ま
た
、
現
状
で
は
紙
背
文
書
は
な
い
が
、
剥
が
し
取
ら
れ
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ

る
。
な
お
、
本
品
は
一
九
九
九
年
に
当
館
の
所
蔵
に
帰
し
た
。

二
、
釈

文

（
前
欠
）

詩
船
刺
、
先
下
北
面
物
二
人
令
着
之
、
宋
人
躰
云
々

、
異
様
物
也
、

１

件
両
人
非
近
習
非
念
人
可
無
便
之
由
、
内
府
被
定
、
忽

２

以
白
拍
子
女
被
着
改
、
不
堪
船
刺
、
仍
白
張
船
差
又
刺
之
、

３

管
弦
船
、
着
左
右
楽
人
装
束
念
人
下
北
面

二
人
也

、
皇
后
宮
大
夫
、
左
兵

４

衛
督
、
隆
仲
三
人
乗
之
通
方
又
着
白
水
干

乗
不
得
心

、
哥
船
船
刺
同
下
北
面

念
人
装
束
着
之

、

５

与
顕
兼
乗
之
、
刺
出
之
間
寂
蓮
参
入
、
仍
刺
返
乗
之
紗
墨

染
也

、

６

参
北
殿
釣
殿
辺
三
船
暫
留

在
池
上

、
保
家
朝
臣
参
上
申
此
由
、
即
出
御

７

乗
御
了
、
公
卿
以
下
皆
乗
、
渡
御
南
殿
釣
殿
了
、
和
哥

８

「
渡
御
南
殿
」

尚
歯
会
七
叟
可
着
座
之
由
、
有
内
府
命
、
是
兼

９

「
模
尚
歯
会
事
」

儀
也
、
第
一
座
寂
蓮
、
戴
冠
以
紙
捻

結
之

、
着
有
文
冬
直
衣

１０

相
儲
令

着
之

、
次
々
守
位
次
着
座
、
白
拍
子
女
四
人
許
、
着
上
下

１１

装
束
、
各
引
其
手
扶
持
云
々

、「
実
教
」

�
宗
頼
、
定
輔
、
親
経
、

１２

顕
兼
、
下
官
等
也
、
各
着
円
座
、

１３

（
後
欠
）

三
、
内

容

こ
こ
に
記
さ
れ
る
の
は
、
鳥
羽
殿
に
お
け
る
遊
興
の
場
面
で
あ
る
。
記
事
の

詳
細
な
内
容
や
、
こ
の
日
に
こ
う
し
た
行
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
の
意
義
等
に
つ

い
て
は
、
家
永
香
織
氏
の
研
究
（
注
７
論
文
）
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち

ら
に
譲
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
要
点
を
記
す
に
と
ど
め
る
。

池
に
は
詩
船
（
１
。
数
字
は
釈
文
の
行
番
号
）、
管
弦
船
（
４
）、
歌
船
（
５
）
の

三
隻
の
船
が
浮
か
べ
ら
れ
た
。
詩
船
に
は
二
名
の
北
面
武
士
が
船
刺
（
船
頭
）
と

し
て
乗
っ
た
が
、
奇
態
な
服
装
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
内
府
の
命
令
で
白
拍
子
と

交
代
さ
せ
ら
れ
た
と
い
い
、
管
弦
船
に
は
楽
人
の
装
束
を
ま
と
っ
た
船
刺
二
名

の
ほ
か
に
皇
后
宮
大
夫
、
左
兵
衛
督
、
藤
原
隆
仲
が
乗
り
込
み
、
歌
船
に
は
念

人
（
ね
ん
に
ん
／
お
も
い
び
と
）
の
装
束
を
し
た
船
刺
が
乗
っ
た
ほ
か
、
は
じ
め

定
家
と
源
顕
兼
が
乗
り
、
後
か
ら
寂
蓮
が
参
入
し
て
乗
り
込
ん
だ
。
三
船
は
暫

く
北
殿
の
釣
殿
の
辺
り
に
繋
留
し
て
い
た
が
、
藤
原
保
家
か
ら
の
連
絡
を
受
け

た
後
鳥
羽
院
お
よ
び
列
席
の
公
卿
等
も
皆
、
船
に
乗
り
込
ん
で
南
殿
へ
渡
っ
た
。

そ
の
後
、「
和
歌
尚
歯
会
」
が
催
さ
れ
、
参
会
す
る
七
叟
（
七
人
）
の
う
ち
第

一
座
に
は
寂
蓮
が
着
し
、
他
も
順
次
着
座
し
た
。
寂
蓮
と
並
ん
で
七
叟
を
構
成

し
た
の
は
、
続
い
て
名
前
の
出
て
く
る
藤
原
実
教
、
藤
原
宗
頼
、
藤
原
定
輔
、

藤
原
親
経
、
源
顕
兼
、
定
家
の
六
人
と
思
わ
れ
る
。

四
、
登
場
人
物

断
簡
中
に
は
、
実
名
で
登
場
す
る
人
物
が
八
名
、
官
職
名
で
登
場
す
る
人
物

が
三
名
い
る
。
彼
等
の
略
歴
を
、
建
仁
元
年
前
後
の
官
途
を
中
心
に
、
和
歌
尚
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歯
会
の
主
役
と
な
っ
た
寂
蓮
（
６
、
１０
）
か
ら
順
に
紹
介
し
た
い
。

寂
蓮
（
？
〜
一
二
〇
二
）
は
、
俗
名
を
藤
原
定
長
と
い
い
、
従
五
位
上
中
務
少

輔
ま
で
至
っ
た
が
、
承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
に
出
家
。
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
、

建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
十
一
月
に
定
家
等
と
と
も
に
『
新
古
今
和
歌
集
』
撰
者

六
名
の
一
人
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
完
成
を
見
ず
に
翌
建
仁
二
年
七
月
に
没
し
た
。

没
時
の
年
齢
は
不
詳
だ
が
、
六
十
歳
を
少
し
超
え
た
く
ら
い
か
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
生
年
は
保
延
五
年
（
一
一
三
九
）
頃
と
す
る
説
と
、
康
治
二
年
（
一
一
四

三
）
頃
と
す
る
説
が
あ（
８
）る
。

「
尚
歯
会
」
に
列
席
し
た
実
教
（
１２
）
は
、『
明
月
記
』
に
た
び
た
び
登
場
す

る
藤
原
実
教
（
一
一
五
〇
〜
一
二
二
七
）
で
、
文
治
四
年
（
一
一
八
八
）
に
参
議
に

任
じ
ら
れ
て
公
卿
に
列
し
、
中
納
言
正
二
位
に
至
っ
た
人
物
。
衛
府
の
長
官
を

兼
帯
し
た
ほ
か
、
皇
后
宮
権
大
夫
を
務
め
、
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
正
月
二
十

九
日
に
は
皇
后
宮
大
夫
と
な
っ
た
。
管
弦
を
得
意
と
し
、
特
に
笛
の
技
に
秀
で

て
い
た
と
い
う
。
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
に
出
家
し
、
安
貞
元
年
四
月
に
没
し

た
。
建
仁
元
年
当
時
の
官
途
か
ら
み
て
、
三
船
の
催
し
で
管
弦
船
に
乗
っ
た
皇

后
宮
大
夫
（
４
）
も
実
教
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

宗
頼
（
１２
）
は
藤
原
宗
頼
（
一
一
五
四
〜
一
二
〇
三
）。
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）

七
月
、
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
、
同
年
十
二
月
に
参
議
と
な
り
、
同
九
年
十
二
月

に
権
中
納
言
。
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
に
は
権
大
納
言
に
至
っ
た
が
、
翌
三
年

正
月
に
出
家
し
、
ま
も
な
く
没
し
た
。

定
輔
（
１２
）
は
藤
原
定
輔
（
一
一
六
三
〜
一
二
二
七
）
で
、
建
久
二
年
（
一
一
九

一
）
に
参
議
と
な
っ
て
公
卿
に
列
し
た
人
物
。
の
ち
権
大
納
言
に
至
る
が
、
そ

の
間
、
左
兵
衛
督
（
正
治
元
年
〈
一
一
九
九
〉
六
月
二
十
三
日
任
）
等
を
兼
帯
し
た

ほ
か
、
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
に
は
検
非
違
使
別
当
に
も
任
じ
ら
れ
て
い
る

（
同
年
の
何
月
か
は
不
詳
。
九
月
と
す
る
史
料
も
あ（
９
）
る
）。
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）

出
家
。
安
貞
元
年
七
月
没
。
琵
琶
の
演
奏
に
優
れ
て
い
た
と
い
う
。
三
船
の
催

し
で
管
弦
船
に
乗
っ
た
左
兵
衛
督
（
４
）
も
定
輔
で
あ
ろ
う
。

親
経
（
１２
）
は
藤
原
親
経
（
一
一
五
一
〜
一
二
一
〇
）
で
、
弁
官
を
歴
任
し
た
後
、

正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
参
議
と
な
っ
て
公
卿
に
列
し
、
権
中
納
言
に
至
っ
た
人

物
。
詩
文
に
優
れ
、『
新
古
今
和
歌
集
』
の
真
名
序
を
作
成
し
た
。
承
元
四
年
没
。

顕
兼
（
６
、
１３
）
は
『
古
事
談
』
の
編
者
で
あ
る
源
顕
兼
（
一
一
六
〇
〜
一
二
一

五
）
で
、
歌
人
と
し
て
も
知
ら
れ
た
。
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
従
五
位
下
に
叙

さ
れ
、
加
賀
権
守
、
刑
部
卿
等
の
官
職
を
歴
任
。
承
元
二
年
（
一
二
〇
八
）
に
従

三
位
と
な
り
公
卿
に
列
し
た
。
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
出
家
。
建
保
三
年
没
。

和
歌
尚
歯
会
に
列
席
し
た
の
は
以
上
の
六
名
と
定
家
だ
が
、
断
簡
中
に
は
他

に
三
人
が
登
場
す
る
。

隆
仲
（
５
）
は
お
そ
ら
く
藤
原
隆
仲
で
、『
公
卿
補
任
』
に
よ
れ
ば
建
保
二
年

（
一
二
一
四
）
に
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
て
お
り
、
時
に
三
十
二
歳
と
あ
る
の
で
、

生
年
は
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
と
推
測
さ
れ
る
。

保
家
（
７
）
は
藤
原
保
家
（
一
一
六
七
〜
一
二
一
〇
）。
加
賀
守
、
侍
従
、
紀
伊

守
、
淡
路
守
等
を
歴
任
し
、
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
に
右
近
衛
少
将
、
建
久
九

年
（
一
一
九
八
）
二
月
に
正
四
位
下
、
同
年
十
二
月
に
権
中
将
に
転
じ
た
。
建
仁

二
年
（
一
二
〇
二
）
十
月
、
従
三
位
と
な
り
公
卿
に
列
す
。
そ
の
後
、
権
中
納
言

ま
で
至
る
が
、
承
元
四
年
に
病
気
の
た
め
出
家
（
と
き
に
従
二
位
）。
す
ぐ
に
没

し
た
。

最
後
に
内
府
（
２
、
９
）
は
、
村
上
源
氏
出
身
の
源
通
親
（
一
一
四
九
〜
一
二
〇

二
）。
後
白
河
院
政
期
に
は
九
条
兼
実
と
対
立
し
、
後
白
河
院
没
後
に
源
頼
朝

と
接
近
し
て
兼
実
を
失
脚
に
追
い
込
み
、
そ
の
後
、
後
鳥
羽
院
と
結
ん
で
政
界

で
重
き
を
な
し
た
。
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
正
月
に
内
大
臣
と
な
り
、
建
仁
二

年
十
二
月
に
没
す
る
ま
で
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
。

108



五
、「
模
尚
歯
会
」
に
つ
い
て

こ
こ
で
、
寂
蓮
を
首
座
と
し
て
催
さ
れ
た
尚
歯
会
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め

て
お（
１０
）
く
。
こ
れ
も
先
述
し
た
家
永
氏
の
研
究
（
注
７
論
文
）
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ

て
い
る
の
で
、
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

尚
歯
会
は
、
唐
の
会
昌
五
年
（
八
四
五
）
、
当
時
七
十
四
歳
だ
っ
た
白
居
易
が

自
分
よ
り
年
上
の
六
人
を
自
邸
に
招
き
、
七
老
で
過
去
を
顧
み
長
寿
を
祝
う
詩

宴
を
催
し
た
の
を
起
源
と
し
、
こ
れ
が
わ
が
国
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
貞

観
十
九
年
（
八
七
七
）
三
月
に
南
淵
年
名
が
主
催
し
た
の
を
初
見
と
し
、
平
安
時

代
で
は
安
和
二
年
（
九
六（
１１
）

九
）、
嘉
保
三
年
（
一
〇
九（
１２
）

六
）、
天
承
元
年
（
一
一
三

一
）、
承
安
二
年
（
一
一
七
二
）、
養
和
二
年
（
一
一
八
二
）
に
開
催
さ
れ
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
（
別
表
）
。
こ
の
う
ち
特
に
嘉
保
三
年
・
承
安
二
年
・
養
和
二

年
の
尚
歯
会
は
、
そ
れ
以
外
の
尚
歯
会
が
詩
会
で
あ
る
の
に
対
し
、
和
歌
尚
歯

会
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
お
お
む
ね
白
居
易
の
先
例
に
基
づ
い
て
お
こ
な

わ
れ
た
漢
詩
の
尚
歯
会
か
ら
、
和
風
の
和
歌
尚
歯
会
へ
と
い
う
展
開
を
見
て
と

る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
『
明
月
記
』
の
記
事
に
は
「
和

歌
」
尚
歯
会
と
明
記
さ
れ
る
。

後
藤
昭
雄
氏
の
整
理
に
よ
る（
１３
）
と
、
平
安
時
代
の
尚
歯
会
は
、
�
会
す
る
老
人

（
六
十
歳
以
上
）
は
七
人
で
、
�
会
が
お
こ
な
わ
れ
る
の
は
三
月
で
あ
り
、
�
七

叟
の
ほ
か
に
垣
下
と
呼
ば
れ
る
陪
席
者
が
参
加
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
。『
明
月

記
』
の
本
断
簡
の
記
事
で
は
、
七
老
と
し
て
明
確
な
の
は
寂
蓮
だ
け
で
あ
る
。

が
、
本
断
簡
に
続
く
記
事
の
存
在
に
よ（
１４
）

り
、
藤
原
実
教
以
下
の
六
名
を
あ
わ
せ

て
七
叟
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
建
仁
元
年

（
一
二
〇
一
）
当
時
、
寂
蓮
は
六
十
歳
を
超
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
他

の
六
人
は
最
高
齢
の
藤
原
実
教
で
五
十
二
歳
、
最
も
若
い
藤
原
定
輔
は
三
十
九

歳
で
、
後
藤
氏
の
条
件
�
を
満
た
さ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
行
事
の

実
施
日
は
四
月
二
十
二
日
で
、
�
の
条
件
も
満
た
し
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
こ
れ
は
正
式
な
尚
歯
会
で
は
な
か
っ
た
。
日
記
本
文
に
は
「
尚
歯

会
」
と
記
さ
れ
る
が
、
定
家
自
身
が
後
に
こ
の
記
事
に
与
え
た
見
出
し
は
「
模

尚
歯
会
事
」
で
、
尚
歯
会
を
模
し
た
も
の
、
つ
ま
り
尚
歯
会
に
準
え
た
遊
戯
の

一
種
だ
っ
た
よ
う
で
あ（
１５
）
る
。

六
、
年
代
比
定

本
断
簡
は
、
家
永
香
織
氏
の
研
究
（
注
７
論
文
）
に
よ
り
、
建
仁
元
年
四
月
二

十
二
日
条
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
、
�
尚
歯
会
の
第
一
座
に
な
っ

て
い
る
寂
蓮
の
『
寂
蓮（
１６
）

集
』
に
、「
鳥
羽
殿
御
遊
建
仁
元
年
四
月
和
歌
船
に
て
」

と
し
て
詠
ま
れ
た
一
四
九
番
歌
が
、
本
断
簡
の
記
事
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る

こ
と
、
�
『
明
月
記
』
同
年
四
月
二
十
二
日
条
の
末
尾
と
推
定
さ
れ
る
断（
１７
）
簡
に

は
南
殿
を
舞
台
に
船
の
描
写
が
あ
り
、
内
府
（
源
通
親
）
や
寂
蓮
が
登
場
す
る
こ

と
等
で
あ
る
。

こ
の
年
代
比
定
は
き
わ
め
て
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
付
け
加
え
る
ほ
ど
の
こ
と

で
も
な
い
が
、
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
正
月
二
十
九
日
に
皇
后
宮
大
夫
と
な
っ

た
藤
原
実
教
が
「
皇
后
宮
大
夫
」
の
名
で
登
場
し
、
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
中

（
九
月
？
）
に
検
非
違
使
別
当
に
任
じ
ら
れ
て
以
降
「
別
当
」
と
称
さ
れ
る
こ
と

の
多
い
藤
原
定
輔
が
「
左
兵
衛
督
」
の
名
で
登
場
す（
１８
）
る
点
な
ど
は
、
建
仁
元
年

四
月
の
記
事
と
し
て
ま
こ
と
に
相
応
し
い
。
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七
、
結

語

以
上
、
専
門
分
野
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
自
明
の
事
柄
ば
か
り
を
、
紙
面
の

無
駄
と
の
批
判
を
恐
れ
な
が
ら
、
あ
え
て
記
し
て
み
た
。
鮮
明
な
写
真
を
掲
載

し
、
最
低
限
の
解
説
を
加
え
た
こ
と
で
、
一
応
、
所
蔵
機
関
と
し
て
の
責
務
は

果
た
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
今
後
の
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
が

あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
注
】

（
１
）
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
明
月
記
』（
全
五
冊
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
三
〜
二
〇
〇

三
年
）

（
２
）
『
明
月
記
』
第
一
〜
三
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
一
〜
一
二
年
）

（
３
）
辻
彦
三
郎
「
明
月
記
自
筆
本
並
び
に
断
簡
現
存
目
録
」（『
藤
原
定
家
明
月
記
の
研

究
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
七
年
）

（
４
）
「『
明
月
記
』
原
本
及
び
原
本
断
簡
一
覧
稿
」（『
明
月
記
研
究
』
七
号
、
続
群
書
類

従
完
成
会
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
５
）
尾
上
氏
が
依
拠
さ
れ
た
の
は
、
東
京
古
典
会
『
古
典
籍
下
見
展
観
大
入
札
会
目

録
』（
一
九
七
五
年
）
八
四
頁
に
掲
載
さ
れ
た
図
版
で
あ
る
。

（
６
）
尾
上
陽
介
編
『
明
月
記

徳
大
寺
家
本
』
第
八
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）

（
７
）
年
月
日
の
推
定
は
、
家
永
香
織
「『
明
月
記
』
建
仁
元
年
四
月
記
断
簡
及
び
東
山
御

文
庫
蔵
「
未
詳
日
記
抄
出
」
紹
介
」（『
明
月
記
研
究
』
九
号
、
二
〇
〇
四
年
）
に

よ
る
。

（
８
）
半
田
公
介
『
日
本
の
作
家
１００
人

寂
蓮

人
と
文
学
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
三

年
）
一
一
頁

（
９
）
『
一
代
要
記
』（
改
定
史
籍
集
覧
）
に
は
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
九
月
二
十
日
に

補
任
と
あ
る
。

（
１０
）
『
古
事
類
苑
』
礼
式
部
十
八
算
賀
下
、
後
藤
昭
雄
「
尚
歯
会
の
系
譜
」（
兼
築
信
行

・
田
渕
句
美
子
編
『
和
歌
を
歴
史
か
ら
読
む
』〈
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
二
年
〉
所

収
）
等
を
参
照

（
１１
）
後
藤
昭
雄
「
嘉
保
の
和
歌
尚
歯
会
」（『
文
学
』
第
四
巻
第
五
号
、
岩
波
書
店
、
二

〇
〇
三
年
）、
同
「
尚
歯
会
和
歌
」（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
六
期
第
四
十
六
巻
『
和

漢
朗
詠
集

和
漢
兼
作
集

尚
歯
会
和
歌
』〈
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
〉
所

収
）

（
１２
）
後
藤
昭
雄
「
安
和
二
年
粟
田
殿
尚
歯
会
詩
考
」（『
国
語
と
国
文
学
』
六
四�

二
、

一
九
八
七
年
）

（
１３
）
後
藤
昭
雄
「
尚
歯
会
の
系
譜
」（
注
１０
論
文
）
五
二
頁

（
１４
）
家
永
香
織
「
『
明
月
記
』
建
仁
元
年
四
月
記
断
簡
及
び
東
山
御
文
庫
蔵
「
未
詳
日
記

抄
出
」
紹
介
」（
注
７
論
文
）
に
よ
れ
ば
、
東
山
御
文
庫
に
は
「
未
詳
日
記
抄
出
」

と
題
す
る
『
明
月
記
』
の
断
簡
が
あ
り
、
そ
の
本
文
の
前
半
部
分
が
本
断
簡
に
相

当
す
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
も
と
も
と
本
断
簡
の
左
に
は
文
章
の
続
き
が
あ
り
、

現
在
の
姿
に
切
断
さ
れ
る
以
前
に
つ
く
ら
れ
た
写
本
が
「
未
詳
日
記
抄
出
」
で
あ

る
。
切
断
さ
れ
た
左
半
の
原
本
の
所
在
は
不
詳
だ
が
、
写
本
の
存
在
に
よ
っ
て
本

断
簡
を
含
む
同
日
条
全
体
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
本
文
釈
読

に
つ
い
て
は
、
家
永
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
１５
）
家
永
香
織
「
『
明
月
記
』
建
仁
元
年
四
月
記
断
簡
及
び
東
山
御
文
庫
蔵
「
未
詳
日
記

抄
出
」
紹
介
」（
注
７
論
文
）
一
〇
三
頁

（
１６
）
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
四
巻

私
家
集
編
Ⅱ
（
角
川
書
店
、
一
九
八
六
年
）

（
１７
）
辻
彦
三
郎
「
明
月
記
自
筆
本
並
び
に
断
簡
現
存
目
録
」（
注
３
論
文
）
に
建
仁
元
年

四
月
二
十
二
日
条
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
。
そ
の
写
真
は
、
小
松
茂
美
『
日
本
書
流

全
史

下

図
録
』（
講
談
社
、
一
九
七
〇
年
）
図
版
一
三
一
、
波
多
野
幸
彦
『
書

の
文
化
史�

書
状
に
み
る
人
と
書�

』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
）
一
四
頁
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
１８
）
こ
れ
ま
で
確
認
で
き
た
範
囲
で
は
、
定
輔
が
「
左
兵
衛
督
」
の
名
で
『
明
月
記
』

に
登
場
す
る
最
後
は
建
仁
元
年
三
月
二
十
二
日
条
で
あ
っ
た
。
本
断
簡
に
よ
り
、

四
月
に
は
ま
だ
検
非
違
使
別
当
に
任
じ
ら
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
く
な
っ
た
。

な
お
「
別
当
」
で
の
初
見
は
同
二
年
正
月
六
日
条
で
あ
る
。

※
個
別
に
は
記
さ
な
か
っ
た
が
、
人
物
の
略
歴
の
記
述
に
あ
た
っ
て
は
、（
財
）
古
代
学
協

会
・
古
代
学
研
究
所
編
『
平
安
時
代
史
辞
典
』
上
・
下
（
角
川
書
店
、
一
九
九
四
年
）、

稲
村
榮
一
著
『
訓
注

明
月
記

人
名
索
引
』（
松
江
今
井
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参

照
し
た
。

※
掲
載
写
真
は
当
館
学
芸
課
の
森
村
欣
治
が
撮
影
し
た
。

（
の
じ
り

た
だ
し
／
当
館
学
芸
課
研
究
員
）
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別表 平安時代の尚歯会

典拠史料

『扶桑略記』同年３月条・４月９日

条（南淵年名薨伝）

『本朝文粋』巻九（菅原是真詩序）

『菅家文草』巻二

『日本紀略』同日条

『本朝文粋』巻九（菅原文時詩序）

『尚歯会詩』

『粟田左府尚歯会詩』

『尚歯会和歌』

『長秋記』同日条

『百錬抄』同月２０日条

『本朝無題詩』巻一

『古今著聞集』巻四（文学）

『百錬抄』同日条

『愚昧記』同日条

『暮春白河尚歯会和歌』

『古今著聞集』巻五（和歌）

『月詣和歌集』第七

【注】

＊『扶桑略記』『日本紀略』『百錬抄』は新訂増補国史大系本（吉川弘文館）による。

＊『本朝文粋』は新日本古典文学大系本（岩波書店）による。

＊『菅家文草』『古今著聞集』は日本古典文学大系本（岩波書店）による。

＊『長秋記』は増補史料大成本（臨川書店）による。

＊貞観１９年度について

１）七叟の年齢は『公卿補任』等による。

＊安和２年度について

１）七叟の年齢は『公卿補任』等による。

２）菅原雅規が６０歳に満たないのは、やや不審。

３）『尚歯会詩』（徳川美術館蔵）については、後藤昭雄「安和二年粟田殿尚歯会詩考」（注１２論文）による。

４）『粟田左府尚歯会詩』は『群書類従』第九輯（文筆部）に所収。

＊嘉保３年度について

１）七叟の年齢は、後藤昭雄「嘉保の和歌尚歯会」（注１１論文）による。

２）尚歯会は通常７名の参加でおこなわれるが、このときは９名の参加が知られる。

３）この尚歯会の主催者は不詳。後藤昭雄「嘉保の和歌尚歯会」（注１１論文）は源経仲かと推定する。

４）『尚歯会和歌』は冷泉家時雨亭文庫蔵本（注１１参照）による。なお、同書は『尚歯会記』（岩瀬文庫蔵）の名でも知られる（後藤

昭雄「嘉保の和歌尚歯会」〈注１１論文〉参照）。

＊天承元年度について

１）年齢は『古今著聞集』による。なお、同じ尚歯会を記した『長秋記』では三善為康を８２歳、藤原基俊を７２歳、藤原実光を６２歳とす

る。また、中原広俊の姓を『長秋記』は「清原」とするが、『古今著聞集』にしたがう。

２）『本朝無題詩』は『群書類従』第九輯（文筆部）に所収。

＊承安２年度について

１）藤原清輔の年齢は『暮春白河尚歯会和歌』によった。他は『愚昧記』同日条（『古事類苑』礼式部十八算賀下に所収）による。

２）『暮春白河尚歯会和歌』は『新編国歌大観』第五巻、『群書類従』第二十九輯（雑部）に所収。

＊養和２年度について

１）七叟の年齢は『古今著聞集』による。

２）『月詣和歌集』は『新編国歌大観』第二巻（７０９番歌）、『続群書類従』第十四輯上（和歌部）に所収（該当記事は１２７頁）。

垣下

菅原道真

菅原国光ら１７人の名

が知られる

安祐ら１２人の名が知

られる

１５人（『長秋記』）。

源師時ら５人の名が

知られる

藤原重家ら９人の名

が知られる

賀茂重政ら２人の名

が知られる

七叟（○は主催者、〔 〕は当時の年齢）

○南淵年名〔７０歳〕、大江音人〔６７歳〕、

藤原冬緒〔７０歳〕、菅原是善〔６６歳〕、

文室有真、菅原秋緒、大中臣是直

○藤原在衡〔７８歳〕、菅原文時〔７１歳〕、

橘好古〔７７歳〕、高階良臣、菅原雅規

〔５１歳？〕、十市有象、橘雅文

源経仲、高階経成〔７７歳〕、藤原成季

〔７０余歳〕、大中臣輔弘〔６９歳〕、藤原

時房〔８０余歳〕、平基綱、観心〔９０代

半〕、慶基法師、筑前尼

三善為康〔８３歳〕、藤原基俊〔７６歳〕、

中原広俊〔７０歳〕、○藤原宗忠〔７０歳〕、

藤原敦光〔６９歳〕、藤原実光〔６３歳〕、

菅原時登〔６２歳〕

藤原敦頼〔８３歳〕、顕広王〔７８歳〕、祝

部成仲〔７４歳〕、藤原永範〔７１歳〕、源

頼政〔６９歳〕、○藤原清輔〔６９歳〕、大

江維光

祝部成仲〔８４歳〕、勝命〔７１歳〕、俊恵

〔７０歳〕、祝部家能〔６５歳〕、祐盛〔６５

歳〕、○賀茂重保〔６４歳〕、藤原敦仲

〔６２歳〕

月日

３月

３月１３日

３月

３月２２日

３月１９日

３月

西暦

８７７

９６９

１０９６

１１３１

１１７２

１１８２

年

貞観１９

安和２

嘉保３

天承元

承安２

養和２
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